
図表 2- 5　短時間・有期雇用労働者と通常の労働者との間の不合理な待遇差を点検・検討する手順

短時間・有期雇用労働者が「いない」場合 短時間・有期雇用労働者が「いる」場合

待遇差を是正す

る検討が必要

段階点検・検討手順

契約期間、労働時間の観点から現行の社員タイプの特徴を整理する

短時間・有期雇用労働者の存在の有無を確認する

問題とならない

と思われる

短時間・有期雇用労働者の社員タイプ別に待遇の種類と

「均等待遇」の対象者については 「均衡待遇」の対象者については

全ての待遇の

決定基準が

「同一」の場合

「同一」でない

待遇の決定基準

がある場合

個々の待遇ごとに「適用の有無」と「決定基準」について

通常の労働者との「違い」があるかを確認する

「適用の有無」

「決定基準」ともに

同一の場合

「適用の有無」あるいは

「決定基準」に

「違い」がある場合

当該待遇の「性質・目

的」を確認・整理する

説明が困難

「性質・目的」に照らし

て判断（３考慮）要素を

特定し、「違い」につい

て適切な説明ができる

かを検討する

説明できる

待遇差を是正す

る検討が必要

問題とならない

と思われる

問題とならない

と思われる

問題とならない

と思われる

「均等待遇」の対象と「均衡待遇」の対象となる

短時間・有期雇用労働者を確認する

個々の待遇の決定基準を確認する

第一

第
二

第
三

第
四

24

113268_08-共通版.indd   24 2019/03/14   21:42:41

資料２−３


